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３．教職課程履修の手引き                

 

教育職員免許状を取得するには，下表の資格と単位の修得を要する。（26～33ページの履修表３～６を参照）  

免許状の種類 基礎資格 

最低修得単位数 

教科及び教科の

指導法に関する

科目 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

大学が独自に 

設定する科目 

免許法施行規則 

第 66 条の６に 

定める科目 

中学校教諭 

一種免許状 

学士の 

称号を 

有する 

こと 

28 単位 

（履修表３） 

28 単位 

（履修表４） 

４単位 

（履修表３・４・５） ８単位 

（履修表６） 高等学校教諭 

一種免許状 

24 単位 

（履修表３） 

24 単位 

（履修表４） 

12 単位 

（履修表３・４・５） 

１．教職課程の履修を希望する者は，４月に行われる２年次・３年次・４年次のガイダンスに必ず出席す

ること。 

２．「教科及び教科の指導法に関する科目」について（26～30ページの履修表３を参照） 

１） 「教科及び教科の指導法に関する科目」は、「教科の指導法」を除き全て卒業要件算入科目である。 

２） 履修表３において，希望教科を確認のうえ，必修及び選択必修科目に十分注意して修得すること。 

３．「教育の基礎的理解に関する科目等」について（31ページの履修表４を参照） 

１） 「教育の基礎的理解に関する科目等」は，全て卒業要件外科目である。 

２） 履修表４において，必修及び選択必修科目に十分注意して修得すること。 

３） 「教育の基礎的理解に関する科目等」には，人文学部における特別選択科目の「教職関係科目」（９

ページ（６）-３および23ページを参照)として開講されるものと，全学教育センターで開講されるも

のがあるので注意すること。 

４．「大学が独自に設定する科目」の単位について（32ページの履修表５を参照） 

「教科及び教科の指導法に関する科目」および「教育の基礎的理解に関する科目等」の必要単位数を

超えて修得することによる超過分の単位と，共通教育で開講される授業科目の単位である。ただし本学部

では，中学校教諭一種免許状を取得希望する者は，４単位は「教科及び教科の指導法に関する科目」を

履修する。また，高等学校教諭一種免許状を取得希望する者は「教科及び教科の指導法に関する科目」

を履修する。 

＜中学・高校両方の免許を取得しようとする場合＞ 

「教科及び教科の指導法に関する科目」28単位に「大学が独自に設定する科目」12単位を加えた40

単位以上を履修表３にある「教科及び教科の指導法に関する科目」から修得する。 

５．教育実習の履修要件 

「自分の希望する教科の指導法」および教育実習に先だって行われる「教育実習事前指導」を履修し

ていなければならない。 

６．その他の教職関係科目（教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目）の履修について 

履修表３，４，５にしたがって「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科

目等」「大学が独自に設定する科目」の単位を修得することに加え，共通教育科目と人文学部の特別選択

科目（教職関係科目）から次の４科目を履修し，単位を修得しなければならない（32ページの履修表６

を参照）。なお，これらのうち「情報機器の操作」は卒業要件外科目，他は卒業要件算入科目である。 

      ・ 日本国憲法 ２単位   ・外国語コミュニケーション ２単位 

      ・ 体育 ２単位      ・情報機器の操作 ２単位 
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履修表 ３　教科及び教科の指導法に関する科目

社会コース （ 中学校教諭一種免許状　社会 ）

免許法施行規則 必要最低

に定める科目 授業科目 単位数 単位数

社会 日本史概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 日本史概論Ⅱ必修 ２

日本史特論Ⅰ～Ⅶ 各２

日本史基幹演習Ⅰ～Ⅵ 各２

日本史発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２

東洋史概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 東洋史概論Ⅱ必修 ２

東洋史特論Ⅰ～Ⅴ 各２

東洋史基幹演習Ⅰ～Ⅳ 各２

東洋史発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２

西洋史概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 西洋史概論Ⅰ必修 ２

西洋史特論Ⅰ～Ⅴ 各２

西洋史基幹演習Ⅰ～Ⅳ 各２

西洋史発展演習Ⅰ～Ⅳ 各２

歴史学方法論基幹演習Ⅰ～Ⅱ 各２

人文地理学 ２ 必修 ２

自然地理学 ２ 必修 ２

地誌・地域研究 ２ 必修 ２

法律学Ⅰ～Ⅱ 各２

法律学Ⅲ ４

政治学Ⅰ～Ⅲ 各２

社会学概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 社会学概論Ⅰ,Ⅱいずれか選択必修 ２

経済学Ⅰ～Ⅲ 各２

社会学特論Ⅰ ２

社会学発展演習Ⅰ ２

社会調査実習Ⅰ～Ⅱ 各２

｢哲学，倫理
学，宗教学｣

哲学・思想論概論Ⅰ～Ⅱ 各２
哲学・思想論概論Ⅰ,Ⅱいずれか選
択必修

２

社会科・地理歴史科指導法 ２ 必修

社会科・公民科指導法 ２ 必修

社会科・地理歴史科指導法特論Ⅰ～
Ⅱ

各２
社会科・地理歴史科指導法特論Ⅰ，
Ⅱいずれか選択必修

社会科・公民科指導法特論Ⅰ～Ⅱ 各２
社会科・公民科指導法特論Ⅰ，Ⅱい
ずれか選択必修

２８

４

３２

　※ 中学校教諭一種免許状（社会）に必要な「教科及び教科の指導法に関する科目28単位」，「大学が独自に設定

　　  する科目４単位」を修得する場合，各教科の一覧表にある必要最低単位数32単位が必要となる。

　必修及び選択必修科目　計（a）

　合計　（a＋b）

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

左記に対応する本学部の授業科目
教科 履修方法

教科の指導法 ８

４

日本史及び
外国史

地理学
（地誌を含
む）

｢法律学，
政治学｣

｢社会学，
経済学｣

法律学Ⅰ～Ⅲ,政治学Ⅰ～Ⅲの中か
ら合計４単位選択必修
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履修表 ３　教科及び教科の指導法に関する科目

地理歴史コース （ 高等学校教諭一種免許状　地理歴史 ）

免許法施行規則 必要最低

に定める科目 授業科目 単位数 単位数

日本史概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 日本史概論Ⅱ必修 ２

日本史特論Ⅰ～Ⅶ 各２

日本史基幹演習Ⅰ～Ⅵ 各２

日本史発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２

歴史学方法論基幹演習Ⅰ ２

東洋史概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 東洋史概論Ⅱ必修 ２

東洋史特論Ⅰ～Ⅴ 各２

東洋史基幹演習Ⅰ～Ⅳ 各２

東洋史発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２

西洋史概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 西洋史概論Ⅰ必修 ２

西洋史特論Ⅰ～Ⅴ 各２

西洋史基幹演習Ⅰ～Ⅳ 各２

西洋史発展演習Ⅰ～Ⅳ 各２

歴史学方法論基幹演習Ⅱ ２

人文地理学 ２ 必修 ２

自然地理学 ２ 必修 ２

地誌 地誌・地域研究 ２ 必修 ２

社会科・地理歴史科指導法 ２ 必修

社会科・地理歴史科指導法特論Ⅰ～
Ⅱ

各２
社会科・地理歴史科指導法特論Ⅰ，
Ⅱいずれか選択必修

１６

２０

３６　合計　（a＋b）

日本史

外国史

人文地理学及
び自然地理学

　必修及び選択必修科目　計（a）

教科の指導法 ４

教科
左記に対応する本学部の授業科目

履修方法

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

地理
歴史
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履修表 ３　教科及び教科の指導法に関する科目

公民コース （ 高等学校教諭一種免許状　公民 ）

免許法施行規則 必要最低

に定める科目 授業科目 単位数 単位数

公民 法律学Ⅰ～Ⅱ 各２

法律学Ⅲ ４

政治学Ⅰ～Ⅲ 各２

社会学概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 社会学概論Ⅰ,Ⅱいずれか選択必修 ２

経済学Ⅰ～Ⅲ 各２

社会学特論Ⅰ ２

社会学発展演習Ⅰ ２

社会調査実習Ⅰ～Ⅱ 各２

哲学・思想論概論Ⅰ～Ⅱ 各２
哲学・思想論概論Ⅰ,Ⅱいずれか選
択必修

２

哲学・思想論基幹演習Ⅰ～Ⅸ 各２

哲学・思想論特論Ⅰ～Ⅻ 各２

哲学・思想論発展演習Ⅰ～Ⅻ 各２

心理学概論Ⅰ～Ⅱ 各２ 心理学概論Ⅰ,Ⅱいずれか選択必修 ２

心理学研究法 ２

心理学基礎実験Ⅰ ２

心理学基礎実験Ⅱ（心理的ア
セスメント）

２

心理学特殊実験Ⅰ(心理学実
験)

２

社会科・公民科指導法 ２ 必修

社会科・公民科指導法特論Ⅰ
～Ⅱ

各２
社会科・公民科指導法特論Ⅰ，Ⅱい
ずれか選択必修

１４

２２

３６

４

　必修及び選択必修科目　計（a）

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

　合計　（a＋b）

教科
左記に対応する本学部の授業科目

履修方法

｢哲学，倫理
学，宗教学，
心理学｣

｢法律学（国際
法を含
む。），政治
学（国際政治
学を含む。）｣

｢社会学，経済
学（国際経済
を含む。）｣

法律学Ⅰ～Ⅲ,政治学Ⅰ～Ⅲの中か
ら合計４単位選択必修

教科の指導法 ４
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履修表 ３　教科及び教科の指導法に関する科目

国語コース （ 中学校教諭一種免許状　国語，高等学校教諭一種免許状　国語 ）

免許法施行規則

に定める科目 授業科目 単位数 中学 高校

国語 日本語学概論Ⅰ～Ⅱ 各２
日本語学概論Ⅰ,Ⅱいずれか選択
必修

２ ２

日本語史Ⅰ～Ⅱ 各２ 日本語史Ⅰ,Ⅱいずれか選択必修 ２ ２

日本語学特論Ⅰ～Ⅳ 各２

日本語学基幹演習Ⅰ～Ⅵ 各２
※「国語学」から選択必修合わ
せて６単位以上修得すること

日本語学発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２  

日本語教育学概論Ⅰ～Ⅱ 各２

日本語教育学特論Ⅰ～Ⅵ 各２

日本語教育学基幹演習Ⅰ～Ⅵ 各２

日本語教育実習 ２

日本語教育学発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２

日本文学概論Ⅰ～Ⅱ 各２
日本文学概論Ⅰ,Ⅱいずれか選択
必修

２ ２

日本文学史Ⅰ～Ⅱ 各２
日本文学史Ⅰ,Ⅱいずれか選択必
修

２ ２

日本文学特論Ⅰ～Ⅵ 各２

日本文学基幹演習Ⅰ～Ⅵ 各２
※「国文学」から選択必修合わ
せて６単位以上修得すること

日本文学発展演習Ⅰ～Ⅵ 各２  

漢文学 漢文学要説 ２ 必修 ２ ２

書道（書写を中
心とする。）

書道芸術Ⅰ～Ⅱ 各２ 書道芸術Ⅰ,Ⅱいずれか選択必修 ２

国語科指導法Ⅰ～Ⅱ 各２

国語科指導法特論Ⅰ～Ⅱ 各２

２０ １４

１２ ２２

３２ ３６

　※ 書道芸術Ⅰ,Ⅱは中学校教諭一種免許状取得希望者のみ単位として認定（高等学校では算入されない）

　※ 中学校教諭一種免許状（国語）に必要な「教科及び教科の指導法に関する科目28単位」，「大学が独自に

　　  設定する科目４単位」を修得する場合，各教科の一覧表にある必要最低単位数32単位が必要となる。

必要最低
単位数

　必修及び選択必修科目　計（a）

教科
左記に対応する本学部の授業科目

履修方法

８ ４

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

　合計　（a＋b）

国文学
（国文学史を含
む。）

国語学
（音声言語及び
文章表現に関す
るものを含
む。）

教科の指導法

　　（中学免許希望者）
　　指導法Ⅰ,Ⅱ及び指導
　　法特論Ⅰ,Ⅱ必修

　　（高校免許希望者）
　　指導法Ⅰ,Ⅱ必修
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履修表 ３　教科及び教科の指導法に関する科目

英語コース （ 中学校教諭一種免許状　英語，高等学校教諭一種免許状　英語 ）

免許法施行規則

に定める科目 授業科目 単位数 中学 高校

英語 英語学概論Ⅰ～Ⅱ 各２

英語史Ⅰ～Ⅱ 各２

英語学特論Ⅰ～Ⅵ 各２

英語学基幹演習Ⅰ～Ⅷ 各２

英語学発展演習Ⅰ～Ⅷ 各２

英語文学概論Ⅰ～Ⅱ 各２
英語文学概論Ⅰ,Ⅱからいずれか
選択必修

２ ２

英語文学特論Ⅰ～Ⅻ 各２

英語文学基幹演習Ⅰ～Ⅷ 各２

英語文学発展演習Ⅰ～Ⅷ 各２

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ初級Ⅰ～Ⅱ 各１
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ初級Ⅰ,Ⅱいずれ
か選択必修

１ １

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中級Ⅰ～Ⅱ 各１
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中級Ⅰ,Ⅱいずれ
か選択必修

１ １

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ上級Ⅰ～Ⅱ 各１
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ上級Ⅰ,Ⅱいずれ
か選択必修

１ １

英語ライティングⅠ～Ⅱ 各１

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ⅰ～Ⅱ 各２

英米文化事情Ⅰ～Ⅱ 各２

英語科指導法Ⅰ～Ⅱ 各２

英語科指導法特論Ⅰ～Ⅱ 各２

１７ １３

１５ ２３

３２ ３６

　※ 中学校教諭一種免許状（英語）に必要な「教科及び教科の指導法に関する科目28単位」，「大学が独自に

　　  設定する科目４単位」を修得する場合，各教科の一覧表にある必要最低単位数32単位が必要となる。

教科
左記に対応する本学部の授業科目

履修方法

英語コミュニ
ケーション

異文化理解 ２ ２

必要最低
単位数

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

　合計　（a＋b）

英語学

英語文学

　必修及び選択必修科目　計（a）

２ ２

教科の指導法

　　（中学免許希望者）
　　指導法Ⅰ,Ⅱ及び指導
　　法特論Ⅰ,Ⅱ必修

　　（高校免許希望者）
　　指導法Ⅰ,Ⅱ必修

８ ４

　 英語学概論Ⅰ,Ⅱ，英語史Ⅰ
　　, Ⅱから1科目選択必修

　 異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ⅰ,Ⅱ，
　 英米 文化事情Ⅰ, Ⅱから１
　 科目選択必修
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履修表 ４ 　教育の基礎的理解に関する科目等

全コース共通

区分 科目
必要

単位数
授業科目 単位数 中学 高校

教職論 ２ 必修 ２ ２ １

教育の思想と歴史 ２ １～４

教育学概論 ２ 必修 ２ ２ １

発達と教育 ２ 必修 ２ ２ １

発達心理学概論 １ １～４

特別支援教育の理論と実践Ⅰ １ 必修 １ １ １

教育の制度と経営 ２ 必修 ２ ２ １

教育課程の編成法 １ 必修 １ １ １～４

道徳教育の理論と実践 ２ 中学免許希望者は必修 ２ － ２～３

総合的な学習の時間の指導法 １ 必修 １ １ ２～３

特別活動の理論と実践 １ 必修 １ １ ２～３

教育方法論 １ 必修 １ １ ２～３

学校教育と情報 ２ １～４

情報通信技術を活用した教育
の理論及び方法

1 １～４

教育方法特論 １ ２～４

生徒指導の理論と実践 ２ 必修 ２ ２ ２～３

進路指導・キャリア教育の理
論と実践

１ 必修 １ １ １～４

教育相談の理論と実践 ２ 必修 ２ ２ １

教育相談特論 ２ ２～４

教育実習事前・事後指導 １ 必修 １ １ ４

中等基礎教育実習 ４ 中学免許希望者は必修 ４ － ４

高等学校教育実習 ２ 高校免許希望者は必修 － ２ ４

２ 教職実践演習（中・高） ２ 必修 ２ ２ ４

28 24

０ ０

28 24

　※ 教育実習,教職実践演習以外の科目は，「共通教育履修案内」を参照して履修すること。

　※ 上記は全て卒業要件外科目である。

　※ 中学社会，高校地理歴史，高校公民を希望する者は，履修について学務係で確認すること。

第
５
欄

教育実践に
関する科目

中５
高３

　必修及び選択必修科目　計（a）

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

　合計　（a＋b）

履修方法

必要最低
単位数 履修

年次
区分・科目等

第
４
欄

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

中11
高 9

第
３
欄

教育の基礎
的理解に関
する科目

10

免許法施行規則に定める
左記に対応する本学部の授業科目

　　いずれか選択必修 1 1
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履修表 ５　　大学が独自に設定する科目

全コース共通

中学 高校

２ １

２ １～４

２ １～４

２ ２～３

１ １～３

１ ２～３

１ ３～４

０ ０

０ ０

０ ０

　※ 「教育の基礎的理解に関する科目等」と「教科及び教科の指導法に関する科目」については，それぞれの

　　最低修得単位数を超えて修得した単位を 「大学が独自に設定する科目」に算入することができる。

　※ 上記の授業科目は「教育の基礎的理解に関する科目等」あるいは「教科及び教科の指導法に関する科目」

　　に算入することはできない。

履修表 ６　　その他の教職関係科目（教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目）

全コース共通

必要
単位数

授業科目名 単位数 履修方法

　日本国憲法 ２ 法学・政治学 ２ 必修

２ 健康 １ 必修

各１
1単位を選択
必修

２ 英語 １ 必修

１ 必修

　情報機器の操作 ２ ２ 必修

　※ 「教職のための情報・メディア活用」以外の科目は，全学教育機構で開講する科目を履修する。

生涯学習概論

道徳教育の理論と実践

履修
年次

免許法施行規則に定める
科目区分

授業科目
単位
数

履修方法

必要最低
単位数

高校免許希望者用
大学が独自に設定

する科目

現代社会と教育問題

コミュニケーションの障害と学習

教育臨床基礎演習

教育臨床応用演習

教育臨床総合演習

　体育 健康科学・理論と実践 １

　必修及び選択必修科目　計（a）

科目 副題
必要最低
単位数

日本国憲法 ２

　選択科目（必修及び選択必修以外に上記科目から修得する）　計（b）

　合計　（a＋b）

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する本学の授業科目

キャンパスス
ポーツ実習

ソフトボール, バドミン
トン, インクルーシブス
ポーツ, ターゲットス
ポーツ, スポーツボウリ
ング, コオーディネー
ション エクササイズ,
ニュースポーツ, 剣道,
テニス, サッカー, バ
レーボール, バスケット
ボール, 弓道，フィット
ネス

１

アウトドアス
ポーツ実習

トレッキング,スポーツ
フィッシング, 信大マラ
ソン, ゴルフ, スノー・
スポーツ

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅠ
(Ｂ)

１

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅡＢ)

１

教職のための情報・メ
ディア活用（注１）

２

　合計 ８

　外国語コミュニ
  ケーション
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注１： 「情報機器の操作」の科目については，独立行政法人「情報処理推進機構」認定の情報処理技術者試験の

　　　 国家資格取得者（例：「ITパスポート試験」，「基本情報技術者試験」などの合格者）は，下記により単位の

　　　 認定を受けることができる。

対照資格  独立行政法人「情報処理推進機構」認定の情報処理技術者試験の国家資格

 随時，合格証書原本を添えて，申請書を人文学部学務係へ提出する。

 原本はコピーし，その場で返却する。

認定単位  特別選択科目のうちの「教職のための情報・メディア活用」の２単位

　 ・単位認定は申告制とする。

　 ・申請時に単位を修得済みの場合は，単位認定を行わない。
備考

申請方法

 なお，４年次は12月25日（休日に当たるときは翌日）までに提出すること。
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数（標準修業年限：最低４年）に算入されます。交換留学することによって標準修業年限内での卒

業が困難な場合は，計画的な履修に基づいて履修期間を延ばす制度（計画的特例履修制度）があり

ます。詳しくは，学務係および指導教員に問い合わせてください。休学扱いの場合は，信州大学に

授業料を納める必要はありません。また，休学期間は卒業に必要な在学年数には算入されません。 

QQQQ７７７７．．学学術術交交流流協協定定をを結結んんででいいるる海海外外のの大大学学でで修修得得ししたた単単位位はは，，どどううななりりまますすかか？？  

AAAA７７７７．．海外の大学（協定校）で修得した単位は，人文学部の単位として認定されれば，卒業要件に算入す

ることができます。所定の手続きに従って申請する必要がありますので，人文学部学務係と指導教

員に相談してください。ただし，単位修得した科目によっては，人文学部の単位として認定されな

い場合があります。なお，協定を結んでいない海外の大学等で修得した単位についても認定される

場合がありますので，留学前に学務係に相談してください。 

  

⑪ 教職科目の履修について 

QQQQ１１１１．．どどんんなな免免許許をを取取るるここととががででききまますすかか？？  

AAAA１１１１．．『便覧』の 25～30 ページを見てください。 

中学校教諭第一種免許状（国語，社会，英語）と高等学校教諭第一種免許状（国語，地理歴史，

公民，英語）が取得できます。 

QQQQ２２２２．．教教職職のの免免許許をを取取るるたためめににはは，，どどのの科科目目をを履履修修ししななけけれればばいいけけなないいののでですすかか？？  

AAAA２２２２．．『便覧』の 25～33 ページを見てください。 

「教科及び教科の指導法に関する科目」，「教育の基礎的理解に関する科目等」，その他の教職関

係科目（「日本国憲法」，「体育」，「外国語コミュニケーション」，「情報機器の操作」）を履修す

る必要があります。取得しようとする免許によって必要な科目と単位数が異なってきますから，履

修すべき科目を正確に把握することが大切です。 

QQQQ３３３３．．１１年年次次ののううちちにに履履修修ししてておおくく必必要要ののああるる科科目目ははあありりまますすかか？？  

AAAA３３３３．．１年次での履修が義務づけられている教職課程に固有の科目はありません。ただし，１年次の間に，

「教職論」「教育学概論」「発達と教育」「特別支援教育の理論と実践Ⅰ」「教育の制度と経営」およ

び「教育相談の理論と実践」を出来るだけ履修しておくのが望ましいです（これらについては，『便

覧』の 31 ページで確認してください）。４年間で必要な単位を修得できるように，計画的に授業を

履修してください。 

QQQQ４４４４．．決決めめらられれたた期期間間にに単単位位をを修修得得ししてておおくく必必要要ののああるる科科目目ははあありりまますすかか？？  

AAAA４４４４．．『便覧』の 25ページを見てください。 

教育実習を行うためには，「自分の希望する教科の指導法」および教育実習に先だって行われる

「教育実習事前指導」を履修していなければなりません。 

QQQQ５５５５．．教教員員免免許許のの取取得得をを目目指指ししてていいるるののでですすがが，，ススポポーーツツやや体体育育にに関関すするる科科目目ととししててはは，，何何をを履履修修すすれればばよよいい

ののででししょょううかか？？  

AAAA５５５５．．『便覧』の 32ページを見てください。 

共通教育科目から基盤系の「健康」１単位，教養系の環境・健康（アウトドアマスターⅠ・Ⅱ，

ゴルフマスターⅠ・Ⅱ除く）から１単位選択して履修しましょう。この科目は，卒業要件算入科目

です。 

QQ６６．．他他学学部部でではは，，「「教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目等等」」のの一一部部科科目目でで，，卒卒業業要要件件ととししてて認認めめらられれるるももののががああ

るるとと聞聞いい  

      たたののでですすがが，，人人文文学学部部ににははそそののよよううなな科科目目ははあありりまますすかか？？  

      AA６６．．ありません。人文学部では，「教育の基礎的理解に関する科目等」は，全て卒業要件外科目です。 

※履修に関してのFAQより抜粋


